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(百万円未満切捨て)

１．2023年６月期第１四半期の連結業績（2022年７月１日～2022年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

　

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年６月期第１四半期 170 △31.2 △75 － △74 － △59 －

2022年６月期第１四半期 248 △42.6 △61 － △60 － △50 －

(注)包括利益 2023年６月期第１四半期 △59 百万円 ( －％) 2022年６月期第１四半期 △50 百万円 ( －％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年６月期第１四半期 △3.99 －

2022年６月期第１四半期 △3.41 －
　
（２）連結財政状態

　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年６月期第１四半期 2,786 2,582 91.5

2022年６月期 2,929 2,656 89.1

(参考) 自己資本 2023年６月期第１四半期 2,550 百万円 2022年６月期 2,609 百万円

　

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年６月期 － 0 00 － 0 00 0 00

2023年６月期 －

2023年６月期(予想) 0 00 － － －

(注)1. 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2. 2023年６月期の期末配当予想については、現時点では未定であります。

３．2023年６月期の連結業績予想（2022年７月１日～2023年６月30日）
2023年６月期の業績予想につきましては、現時点で合理的に算定することが困難であることから、未定といたします。

今後、業績予想の算定が可能となった時点で速やかに開示いたします。※詳細は、添付資料３ページ「１．当四半期決

算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 －社、除外 －社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年６月期１Ｑ 14,791,600株 2022年６月期 14,791,600株

② 期末自己株式数 2023年６月期１Ｑ －株 2022年６月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年６月期１Ｑ 14,791,600株 2022年６月期１Ｑ 14,791,600株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う各種制限の緩和を受け、

社会経済活動の正常化が進み、企業収益や設備投資に持ち直しの動きが見られたものの、ウクライナ情勢の長期化

による原油・原材料価格の高騰に加え、急激な円安進行も相まって物価上昇が加速しており、景気の先行きについ

ては依然として不透明な状況が続いております。

このような状況の中で、当社グループは2022年６月期を初年度とする４カ年の中期経営計画「ユビテック4.0」を

策定いたしました。本中期経営計画ではIoTテクノロジー×AI・データ活用＋外部サービス連携でお客さまの企業経

営と生活を支え、新たな社会常識を創造するイノベーションカンパニーへの成長を目指すことを経営ビジョンとし

て掲げており、顧客ニーズと社会変化に対応してサービスの価値創造を続ける、持続的かつ可変的なビジネスモデ

ルへと変革すべく、各種施策に取り組んでおります。

　当第１四半期連結累計期間における主な活動といたしましては、安全見守りサービス「Work Mate」のブラッシュ

アップ及び2022年９月から新たにサービスを開始した安全運転支援サービス「D-Drive」の営業展開を行うととも

に、WEBマーケティング及びウェビナーなどによる情報発信を通じて、新規顧客の獲得に向けたプロモーション活動

に積極的に取り組んでおり、「Work Mate」につきましては、新たに住友化学株式会社、東洋紡株式会社、キリンビ

ール株式会社に採用されるなど、大手製造企業・建設企業を中心に導入件数は増加しており業績に寄与しておりま

す。また「Work Mate」では新たに顧客向けの有人モニタリングサービスを開始し、顧客サポート体制を強化しまし

た。

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は170百万円（前年同四半期比31.2％減少）、営業損失

は75百万円（前年同四半期は営業損失61百万円）、経常損失は74百万円（前年同四半期は経常損失60百万円）、親

会社株主に帰属する四半期純損失は59百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失50百万円）とな

りました。

　

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

ＩｏＴ事業

ＩｏＴ事業は、車載機関連につきましては概ね横ばいでの推移となりましたが、「Work Mate」につきましては積極

的なプロモーション活動効果などにより導入実績は順調に増加していることから、売上高は増収、損失幅も前年同四

半期より縮小しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は106百万円（前年同四半期比18.0％増加）、セグメント損失は12百

万円（前年同四半期はセグメント損失14百万円）となりました。

　

製造受託事業

製造受託事業は、従来の主力製品である紙幣鑑別センサモジュール及び通信アミューズメント機器が市場環境の変

化による需要減少の影響を受け、売上高は大幅な減収となり、利益面においてもセグメント損失を計上することとな

りました。現在、製造受託事業においては、既存製品の落ち込みをカバーすべく新規の量産案件立ち上げに向けた準

備を進めており、今年度中の販売開始を目指しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は２百万円（前年同四半期比97.4％減少）、セグメント損失は２百

万円（前年同四半期はセグメント利益14百万円）となりました。

　

開発受託事業

開発受託事業は、子会社のユビテックソリューションズにおける既存開発案件縮小の影響により、売上高は減収と

なりましたが、グループ全体で進めている業務効率化及び人員の適正化により、損失幅は前年同四半期より縮小しま

した。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は62百万円（前年同四半期比5.2％減少）、セグメント損失は７百万

円（前年同四半期はセグメント損失９百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は2,786百万円となり、前連結会計年度末から143百万円減少しておりま

す。主な内容としましては、受取手形、売掛金及び契約資産が145百万円減少しております。

（負債の状況）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は204百万円となり、前連結会計年度末から68百万円減少しております。主

な内容としましては、支払手形及び買掛金が72百万円減少しております。

（純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は2,582百万円となり、前連結会計年度末から74百万円減少しておりま

す。主な内容としましては、親会社株主に帰属する四半期純損失59百万円の計上、新株予約権の減少14百万円による

ものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループは中期経営計画として、2025年６月期に連結売上高30億円、連結営業利益３億円の達成を目標に掲げ

ており、これを実現するため、「Work Mate」及び2022年９月から新たにサービスを開始した「D-Drive」のさらなる

機能拡充及び販路拡大に注力するとともに、オリックスグループとも連携しながら新たなビジネス開発を進めてはい

るものの、2023年６月期の業績予想につきましては、現時点においては信頼性の高い数値を合理的に算出することが

困難な状況であることから未定とし、記載しておりません。今後、連結業績予想の算定が可能となった時点で、速や

かに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,218,039 2,133,095

受取手形、売掛金及び契約資産 368,012 222,326

商品 － 18,989

製品 13,202 29,243

仕掛品 140 1,635

原材料及び貯蔵品 67,144 71,852

その他 27,525 26,858

流動資産合計 2,694,063 2,504,002

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 67,668 67,668

減価償却累計額 △31,222 △32,273

建物及び構築物（純額） 36,445 35,394

工具、器具及び備品 293,223 347,395

減価償却累計額 △216,226 △223,768

工具、器具及び備品（純額） 76,996 123,627

有形固定資産合計 113,442 159,022

無形固定資産

その他 89,206 90,690

無形固定資産合計 89,206 90,690

投資その他の資産

その他 32,601 32,488

投資その他の資産合計 32,601 32,488

固定資産合計 235,251 282,201

資産合計 2,929,314 2,786,203
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 103,642 31,527

電子記録債務 55,340 76,014

未払金 33,017 30,714

未払法人税等 6,567 2,844

賞与引当金 1,199 4,563

その他 57,048 42,250

流動負債合計 256,815 187,915

固定負債

退職給付に係る負債 15,816 15,816

繰延税金負債 373 373

固定負債合計 16,190 16,190

負債合計 273,005 204,105

純資産の部

株主資本

資本金 941,473 941,473

資本剰余金 655,375 655,375

利益剰余金 1,012,549 953,543

株主資本合計 2,609,398 2,550,392

新株予約権 14,876 －

非支配株主持分 32,033 31,705

純資産合計 2,656,308 2,582,097

負債純資産合計 2,929,314 2,786,203
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年７月１日
　至 2021年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 248,273 170,912

売上原価 206,795 145,561

売上総利益 41,477 25,350

販売費及び一般管理費 102,489 100,371

営業損失（△） △61,011 △75,020

営業外収益

受取利息 17 7

為替差益 － 6

固定資産売却益 88 158

生命保険配当金 392 385

その他 18 48

営業外収益合計 516 607

営業外費用

為替差損 3 －

その他 2 5

営業外費用合計 5 5

経常損失（△） △60,500 △74,418

特別利益

棚卸資産売却益 9,462 －

新株予約権戻入益 － 14,876

受取保険金 － 825

特別利益合計 9,462 15,702

特別損失

在庫引取損失引当金繰入額 346 －

特別損失合計 346 －

税金等調整前四半期純損失（△） △51,384 △58,716

法人税、住民税及び事業税 1,293 617

法人税等調整額 △2,170 －

法人税等合計 △876 617

四半期純損失（△） △50,508 △59,334

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △107 △328

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △50,401 △59,005
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年７月１日
　至 2021年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純損失（△） △50,508 △59,334

四半期包括利益 △50,508 △59,334

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △50,401 △59,005

非支配株主に係る四半期包括利益 △107 △328
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2021年７月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注) 1

四半期連結損益
計算書計上額

(注) ２ＩｏＴ事業 製造受託事業 開発受託事業 計

売上高

外部顧客への売上高 90,083 92,539 65,649 248,273 － 248,273

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － － － －

計 90,083 92,539 65,649 248,273 － 248,273

セグメント利益又は損失
（△）

△14,228 14,014 △9,682 △9,896 △51,115 △61,011

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額△51,115千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△51,115千

円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2022年７月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注) 1

四半期連結損益
計算書計上額

(注) ２ＩｏＴ事業 製造受託事業 開発受託事業 計

売上高

外部顧客への売上高 106,282 2,399 62,230 170,912 － 170,912

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － － － －

計 106,282 2,399 62,230 170,912 － 170,912

セグメント損失（△） △12,047 △2,842 △7,843 △22,733 △52,287 △75,020

(注)１．セグメント損失の調整額△52,287千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△52,287千円であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　 ２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　


